
 
令和 7 年度（2025 年度）第 3 回公立大学法人熊本県立大学理事会 

議  事  録 
 
日 時：令和 7 年（2025 年）10 月 15 日（水）午後 2 時 26 分～午後 2 時 30 分 
場 所：公立大学法人熊本県立大学大会議室 
出 席： 
＜理事＞ 理事長     黒田 忠広 

副理事長（学長）堤 裕昭 
理事（副学長） 鈴木 元 
理事（事務局長）梅川 日出樹 
理事      櫻井 一郎 

＜監事＞ 監事      吉川 榮一 
     

＜事務局＞ 久保田次長、柳田総務課長、木山企画調整室長、堀口教務入試課長、
國武学生支援課長、武末図書館事務長、木村デジタルイノベーション
推進センター事務長、井上監査室長、山本総務課総務班長、筧総務課
財務班長、金子企画調整室主幹、鹿瀬島企画調整室参事、松本教務入
試課参事、福屋総務課財務班主任主事、太田総務課総務班参事、小野
企画調整室員 

 
１ 開会（進行：久保田事務局次長） 
   
２ 理事長あいさつ 
   
３ 議題（議長：黒田理事長） 
 
（１）審議事項 

①半導体学部(仮称)の理念、人材養成の目的、3 つのポリシー(案)について 
事務局から、資料１に基づき､半導体学部(仮称)の理念､人材養成の目的、

3 つのポリシー(案)について、説明があった。 
審議の結果、案のとおり承認された。 

［質疑］ 
 （櫻井理事）高校の PTA の保護者から、新学部はどのような学部になるのかと

いう問い合わせがあったので、半導体を活用して社会貢献をする、また、
こんな半導体を作ってほしいと考えるのが大事で、それが世の中を変えて
いく。考えるためには半導体の知識が必要なので新学部で勉強し、それを
考える企業にも就職できるような人材を育成する旨の説明をしたところ、
保護者の反応が良かった。 

 （理 事 長）現在、県内の高校で新学部の講演を行っているところで、保護者
とも対話を重ねていきたい。シリコンアイランド九州は作るだけだった
が、今回は作ることに加えて、使いながら社会の課題解決をすることがア
ップグレードされていることの説明が重要であると感じた。 

 
（２）報告事項 

①令和６年度財務諸表の承認及び損失の処理について 
事務局から、資料２に基づき、令和６年度財務諸表の承認及び損失の処理につい

て報告があった。 
 
 
４ その他 
 
◯ 次回理事会は、令和 7年(2025 年)12 月 17 日（水）の経営会議終了後に開催予定。 
 
５ 閉会 

以 上 


